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2出典：厚生労働省 介護予防・日常生活支援総合事業の充実に向けた検討会（令和5年12月7日）
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出典：厚生労働省 社会保障審議会介護保険部会



地域支援事業実施要綱「生活支援体制整備事業の目的」

新 旧

２ 生活支援体制整備事業（法第 115 条の 45 第２項第５号） 

(１) 目的
高齢者の尊厳と自立した日常生活を地域で支えていくた
めには、総合事業として実施するサービス・活動事業及び
一般介護予防事業並びに地域住民を含めた多様な主体に
よる高齢者の自立した生活や介護予防に資する総合事業
に該当しない多様な活動又は事業（以下「生活支援・介護
予防サービス」という。）について、事業間での連動を図りな
がら実施することが重要である。
このため、法第115条の45第２項第５号に定める事業
（以下「生活支援体制整備事業」という。）においては、市
町村が中心となって、元気な高齢者をはじめとする多世代
の地域住民が担い手として参加する住民主体の活動団体、
地域運営組織、ＮＰＯ法人、社会福祉法人、社会福祉協議
会、地縁組織、協同組合、民間企業、シルバー人材センター、
介護サービス施設・事業所、老人クラブ、家政婦（夫）紹介
所、商工会、民生委員等の多様な主体による多様な生活支
援・介護予防サービスの提供体制を構築し、地域の支え合
いの体制づくりを推進していくことを目的としている。

２ 生活支援体制整備事業（法第 115 条の 45 第２項第５号） 

(１) 目的
単身や夫婦のみの高齢者世帯、認知症の高齢者が増加
する中、医療、介護のサービス提供のみならず、地域住民に
身近な存在である市町村が中心となって、ＮＰＯ法人、民間
企業、協同組合、ボランティア、社会福祉法人、社会福祉協
議会、地縁組織、介護サービス事業所、シルバー人材セン
ター、老人クラブ、家政婦紹介所、商工会、民生委員等の生
活支援サービスを担う事業主体と連携しながら、多様な日
常生活上の支援体制の充実・強化及び高齢者の社会参加
の推進を一体的に図って行くことを目的とする。

出典：厚生労働省 地域支援事業実施要綱

住民主体の活動を作るための役割ではなく
自治体がデザインする地域づくりに向け多様な主体を連動させる役割へ

（あらゆるものを使う）



生活支援体制整備事業で行う「地域づくり」とは

生活支援体制整備事業で行う「地域づくり」とは

地域包括ケアシステム
が構築された地域をつくること、と考えるべきです。

出典：厚生労働省



地域包括ケア実現に向けた中核的な機関※

（出所）老人保健推進事業等補助金 老人保健健康推進事業
調査研究報告書（各年度）より作成

※厚生労働省老健局ホームページより

地域包括ケア実現の課題「中核機関が忙しすぎる」



出典：厚生労働省老健局

地域包括支援センターの機能を強化する生活支援体制整備事業



２ 生活支援体制整備事業（法第１１５条の４５第２項第５号）

イ 生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）

(ア) 業務の目的

次の a から c までに掲げる内容を目的に、(イ)に掲げる業務（以下「コーディネート業務」という。）を実施する。

a 資源開発（地域に不足する生活支援・介護予防サービスの創出（既存の活動を地域とつなげることを含む。）、
生活支援・介護予防サービスの担い手（ボランティア等を含む。）の養成、元気な高齢者をはじめとする多世代の地
域住民が担い手として活動する場の確保等）

b ネットワーク構築（多様な主体を含む関係者間の情報共有、生活支援・介護予防サービス提供主体間の連携の
体制づくり等）

c ニーズと取組のマッチング（地域の支援ニーズと生活支援・介護予防サービス提供主体の活動のマッチング等）

なお、生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）は、コーディネート業務を担う者であり、例えば、ａに掲げ
る資源開発においては、資源開発そのものではなく、高齢者を含む多世代の地域住民、生活支援・介護予防サービス
の実施者、地域包括支援センター及び市町村をつなげ、それらの連携・共創を推進する役割を担うものである。した
がって、市町村及び地域包括支援センターは、適切に生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）との緊
密な連携のもとで、サービス・活動事業としての事業化等を進めること。

生活支援コーディネーター（SC）の業務の目的

a 資源開発 b ネットワーク構築 c ニーズと取組のマッチング

生活支援コーディネーターの業務

出典：厚生労働省 地域支援事業実施要綱



a 資源開発

b ネットワーク構築

c ニーズと取組のマッチング

SC活動の「手段」と「目的」

ニーズを満たすこと（マッチング）を目的に活動すれば、

資源開発やネットワークは自然に行っていくことになる。

ニーズの起点は地域包括支援センター（ケアマネジメント）

ロジックモデル：投入・活動・結果・成果の論理構造図（W.K.Kellogg Foundation. Logic Model 
Development Guide, 2003、 Rossi, et al. プログラム評価の理論と方法、をもとに作成）







地域がチームに⇒適切な介入によりこれまでの生活に

「適切な介入によりこれまで生活を取り戻す」ことこそ
高齢者の自立支援の促進、医療・介護専門職不足という

地域課題を解決する有効な手段

ケアマネジメントとの接続の中で
生活支援体制整備事業が成果を出
せる活動であるため、市町村は地域
づくりのデザインとして示すべき視点



生活支援体制整備事業の新たなフェーズ

ケアマネジメントと接続した活動であること

ニーズと資源のマッチングで自立支援を促進、
介護人材不足に対応。地域課題の解決機能を持つ事業へ

活動のメインターゲットはフレイル・要支援
地域包括支援センター・介護人材の効率化



ニーズと地域資源のマッチング（複合化した課題への対応版）
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